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会社概要

ー事業紹介・最新Topicsについてー



VISION
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地球規模での温暖化により、台風・大雨・洪水により、日々、人間・

動物・植物（動植物）が住みにくい世界が作られています。 技術革新

により、歯止めをかけようとしても、未だ解決策が見えない大きな問

題に僕たちはもともと持っている生命の力を最大限に活用することで、

もとあった住みやすい地球に戻していきたいと考えています。人だけ

が住みやすい世界ではなく、世界中のあらゆる生命が住みやすく共存

し合う世界を創造していきたいと思います。

生命の力で、地球を救う
Save the earth with the power of nature



会社概要
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会社名 ：

本社 ：

代表者 ：

設立 ：

営業所 ：

支社 ：

資本金 ：

事業概要：

主要株主：

Green Carbon株式会社（Green Carbon,inc.）

千代田区麹町2-3-2 半蔵門PREX North 9F

代表取締役大北潤

2019年12月

北陸・東北・北海道・秋田・仙台

オーストラリア、フィリピン、ベトナム、（タイ、インド）

5億3,029万円

クレジット創出・販売事業、農業関連事業、関連環境事業

その他関連する事業及びコンサルティング

住信SBIネット銀行株式会社、SMBCベンチャーキャピタル株式会社

三菱UFJキャピタル株式会社、芙蓉総合リース株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社 など



事業内容について
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カーボン
クレジット
創出販売支援

生物のデザイン
（R＆D）

ESG

コンサルティング

国内外でカーボンクレジットの創出・販売を支援しており、水田・

森林保全・バイオ炭・牛のゲップ削減・カーボンファーミング・

マングローブ・植林プロジェクトでクレジットを創出。

また、生物（植物・微生物）の研究を国内外の大学・研究機関と実施。

その他にも上場企業向けにESGコンサルティング事業を展開

事業内容



Topics：【日本最大級】Carbon Credit Journal Forumの開催
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2月3日に日本最大級のカーボンクレジットイベント「Carbon Credi Journal Forum」を開催。
32名の登壇スピーカーをお招きし、1,000名以上が参加。
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事業概要

ープロジェクト概要と当社の強みについてー



ネイチャーベースのクレジット創出支援
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水田・バイオ炭・森林・酪農等の自然由来のカーボンクレジットの創出を支援

企業のクレジット創出ニーズに合わせ、国内外でクレジット創出コンサルを提供

入
口

出
口

企業ニーズ クレジット
活用

★クレジットを創出したい

★申請・登録方法がわからない

★新規方法論をつくりたい

★創出したクレジットの販売

★クレジットの活用（CN商品作成）

水田クレジット

方法論策定

森林クレジット バイオ炭クレジット

酪農 農地貯留



参考：自然由来（ネイチャーベース）のクレジット創出方法論・手法
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再生型農業（緑肥の利用） AWD（間断灌漑） バイオ炭

牛のゲップ / 排泄物 植林 / マングローブ アグロフォレストリー

申請中

申請中 申請中 申請中

取得
済み

取得
済み

取得
済み



海外クレジット（AWD）プロジェクトの登録実績
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An Giang
Province

Nghe An 
Province

ボランタリー認証機関 JCM/Compliance

ID: VCS5469
https://registry.verra.org/app/projectDetail/VCS/5469

ID: GS12625
https://registry.goldstandard.org/projects/details/5054

パブリックコメント開始:
- Bulacan

- Batangas

- Nueva Ecija (soon)

- Nueva Vizcaya (soon)

https://registry.verra.org/app/projectDetail/VCS/5469
https://registry.goldstandard.org/projects/details/5054
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案件組成と取組状況

ー AWDプロジェクトと各国での取組状況ー



メタンガス排出の要因と削減方法＝AWD（間断灌漑）
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湛水土壌（水を満たした状態）の場合、酸化が進みメタン生成菌からメタンガスが発生する

水田への連続湛水をAWD（間断灌漑）に切り替えることで、水田での嫌気性の発酵（メタンガスの発生）を削減

落水 入水

水田の水管理によって落水と入水を繰り返す間断灌漑を導入

地表が表出することで、土壌の嫌気性分解（メタンガスの発生）を抑制

連続湛水と呼ばれる手法で、水田に水を流し続けることで

メタン生成菌が活性化し、メタンガスの発生につながる

参照：https://www.hokkaido-kome.gr.jp/variety/yumepirika/sdgs/

メタンガスの発生要因 AWD（間断灌漑）とは

従
来

※
連
続
湛
水

実
施

A
W
D



プロジェクト開発及び運用
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Green Carbonはプロジェクト開発者として、現地政府との連携から実施体制を構築している。

現地農家へのトレーニング及び実プロジェクトのMRVも連携大学・研究機関と体制を構築する。

プロジェクト運用及びMRV現地農家に対するトレーニング現地政府とのコンサルテーション



参考：ベトナムでの研究機関との連携
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ベトナムでは、北部・中北部・中南部・南部にエリアを分類し、それぞれのその土地に根差した研究を専門とする

各エリアの研究機関とMOUを締結し、プロジェクトの開発やメタンガス計測、農業研究を実施中

ベトナム国立農業大学

（VNUA）

ベトナム北部中部農業科学研究所

(ASINCV)

クーロン研究所

（CLRRI）

カントー大学

（CTU）

ベトナム南部沿岸中部農業科学研究所

（ASISOV）



プロジェクトオペレーションを効率化する”Agreen”の開発
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農作業日誌を簡易化するアプリケーションの開発（田植え～収穫までの農作業や水位データ等）

圃場ID -農家IDを紐づけ、データベースを構築しデータの整理、アウトプットを自動化

※英語で及び現地語にて開発中

ログイン画面 記録日の選択 活動の選択 活動データの記録
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